
 

 

 

 

 

 

◆学期末懇談について 

７月１１日（金）～１６日（水）の間、学期末懇談を行います。今回は希望制となっておりますが、

ご多用の中、懇談にお時間を頂戴し、誠にありがとうございます。 

期末懇談においては、子どもたちの１学期の様子や日頃から頑張っていることなど、少しでもお

子さまの成長をお伝えする場になればと考えております。また、短い時間とはなりますが、お子さま

の気になる点などありましたら担任教員に伝えていただければ幸いです。 

お子さまはいろんなことに挑戦し、うまくいくことで自信をつけ、うまくいかないことで振り返

りや改善に向けての努力を行い、日々成長しております。２学期に向けて、ぜひ懇談の内容も参考に

よりよい夏休み期間を過ごしていただければと思います。 

 

◆子どもたちの服装の配慮について 

 ７月に入り、益々暑さも厳しくなっています。外活動については時間制限を行うなど、熱中症対策

を当校でも適時行っております。また、少しでも勉強に集中できる環境ということで各教室におい

てはエアコンをフル稼働しております。教室内は一定の室温を保持できていますが、エアコン使用

をする中ではお子さまの服装について各ご家庭へのお願いとして、お腹が見える短めのＴシャツな

どを着用している児童もみかけます。暑さも関係しているとは思いますが、学校内では逆にお子さ

まがお腹を冷やして腹痛を訴えるなどもありますので、子どもたちの健康維持のため、ぜひともお

腹がでないようなシャツ丈の着用にご協力をお願いします。 

学校といたしましてもまずは子どもたちの体調維持を望みたく、各ご家庭でのお子さまへのお声

かけをよろしくお願いいたします。 

あわせて、繰り返しのお願いとなりますが、引き続き登下校時には可能なかぎり帽子を被るなど

の熱中症対策とともに、水筒等の忘れがないよう、ご協力をお願いいたします。 

 

◆気象警報等発令時の対応について 

台風や豪雨が危惧される時期となりましたので、気象警報等発令時の対応について改 

めてご案内いたします。ご確認ください。ホームページにも掲載しております。 

①  「大東市に特別警報が発令」または「校区の一部に緊急安全確保(レベル５)が発令」 

○午前７時から登校前までに 

発令 
⇒臨時休業（放課後児童クラブも休業です） 

○登校後、児童が在校中に発令 

⇒原則として学校で待機とします。 

・教職員が安全確認等を行い、原則として保護者への引き

渡しを行い下校します。（放課後児童クラブは下校でき

ない児童のみ対応） 

『社会で強く生きぬく子どもの育成』   

学校だより『ふこの』 

もっと未来へ わくわくする未来へ歩みだそう 
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②「大東市に暴風警報が発令」または「校区の一部に避難指示（レベル４）が発令」 

○午前７時から登校前までに 

発令 

⇒自宅待機 

・給食は中止 

（今後警報が解除されても給食はありません。） 

○午前９時までに解除された 

場合 

⇒午前１０時始業 

・９時３０分に集合し、集団登校で登校します。給食はあ

りませんので、午前中授業となります。（放課後児童ク

ラブ利用者はお弁当をご用意ください） 

○午前９時の時点で発令中の 

場合 
⇒臨時休業（放課後児童クラブも休業です） 

○登校後、児童が在校中に発令 

⇒教職員が安全確認等を行い、原則として集団で下校しま

す。 

・危険を伴うと判断された場合は、学校待機や保護者への

引き渡しを行い下校します。（放課後児童クラブは下校

できない児童のみ対応） 

 

◆大阪府交通安全小学生自転車大会について 

６月２９日（日）に東大阪市内で行われました、「大阪府交通安全小学生自転車大会」に６年生の

子どもたちの中から選出された代表者５名が実技と学科テストに挑みました。 

大会前から放課後等に体育館で自転車に乗って交通安全ルールに沿った実技指導を四條畷警察の

方に行っていただき、交通ルールの学科テストのための勉強も行ってきました。惜しくも入賞は逃

しましたが、子どもたちも挑戦することによって得られる、「喜び」や「悔しさ」を感じることで大

切な経験をすることができたかと思います。 

深野小学校では児童朝礼等にて子どもたちに「夢をもとう」と声掛けをしています。今回出場した

６年生が後日、校長室に報告に来てくれた際に、「今回の大会で優勝をするんだという夢をもつこと

ができた」とうれしい言葉を子どもたちからもらいました。 

夢や目標は簡単には叶わないですし、夢や目標を持つことは難しいことかもしれませんが、何事

にも挑戦する、チャレンジする気持ちを大切にしてもらいたいと思っています。そして、今回のよう

な挑戦する機会を少しでも子どもたちに提供できればと考えております。 

 

 


